
経営学科　ディプロマ・ポリシー/カリキュラム・ポリシー
ディプロマ・ポリシー(DP) カリキュラム・ポリシー(CP)
経営学科では、所定の卒業要件を満たし、以下の能⼒を修得した者に学⼠ (経営学）の学位を授
与します。

経営学科では、卒業認定・学位授与の⽅針 (ディプロマ・ポリシー）を実現するために、以下の⽅針に基づいて教育課程を編成・実施します。

１  知識・専⾨性 【学びの基礎⼒を基盤とした専⾨能⼒】
a. ⾃らの知識や教養を⾼める意欲を持ち、⾃⽴的・主体的に学ぶことができる。【教養】
b. 経営学を中⼼とする社会科学の知識や技能を体系的に修得し、課題発⾒や課題解決に活⽤す
ることができる。【専⾨性】

知識や技能として、”経営学科ディプロマ・ポリシー”に記した【教養】【専⾨性】の2つの⼒の涵養を重視します。

１年次は、経営学を中⼼とする社会科学の概要や現実の世界とのつながりを学ぶ「経営学への招待」「経営戦略1」「マーケティング1」など、学びの意義や⽬的を考える授業を多く設置
します。
２年次は、経営学を中⼼とする社会科学の基礎を学ぶ「経営のための会計⼊⾨」「経営組織」「組織⾏動」など、3年次以降の発展的な学びの準備を整える授業を多く設置します。
３〜４年次は、少⼈数制のゼミナールを中⼼に、「エリアマネジメント」「発展・企業経営とESG」など、発展的な専⾨科⽬を深く学ぶことができる授業を多く設置します。

２  関⼼・態度・⼈格 【他者と⾃⼰を理解し、⾃発的に踏み出す⼒】
a. 「共⽣」の意味を理解し、⾃他の価値観や⽂化を尊重することができる。【他者理解⼒】
b. 常に問題意識や好奇⼼を持って世界を眺め、取り組むべき課題を⾒つけることができる。【課題発
⾒⼒】
c. 社会において責任ある意思決定を⾏い、臨機応変に調整しながら貫くことができる。【実⾏⼒】
d. 職業⼈として恥ずかしくない⼈格、倫理感、使命感を有している。【使命感】

広い視野や優れた⼈格として、”経営学科ディプロマ・ポリシー”に記した【他者理解⼒】【課題発⾒⼒】【実⾏⼒】【使命感】の４つの⼒の涵養を重視します。

これら４つの⼒から構成される広い視野や優れた⼈格は、特定の科⽬において短期間で学ぶものではなく、４年間の学びや経験を通じてゆっくりと涵養していくものです。学⽣が様々な
⼈々と触れ合い響創的学びを進める中でゆっくりと視野や⼈格を涵養できるように、少⼈数制のゼミナールなど教員と学⽣のコミュニケーションの機会が多い科⽬、「グループコミュニケー
ション1A／1B」「グループコミュニケーション2A／2B」など学⽣相互のグループディスカッションやグループワークの多い科⽬、「アート＆テクノロジーA／B」など⽇常⽣活で触れることの少ない
芸術や先端技術を学ぶ科⽬、「キャリアマネジメントB」など社会⼈と学⽣が触れ合う機会の多い科⽬などを、1年次からバランスよく設置します。

３  思考⼒・判断⼒ 【課題を多⾓的に捉え、創造的に考える⼒】
a. 必要な情報を⾃ら収集し、吟味し、論理的に分析し、根拠を持って判断を下すことができる。【判
断⼒】
b. 取り組むべき課題を調査し、理解し、論理的に分析し、根拠を持って解決策を考えることができる。
【課題解決⼒】
c. 固定観念や成功体験にとらわれず拡散的・創造的に思考することができる。【創造的思考⼒】

専⾨的な知識や技能を適切に活⽤するための素養として、”経営学科ディプロマ・ポリシー”に記した【判断⼒】【課題解決⼒】【創造的思考⼒】の３つの⼒の涵養を重視します。

【判断⼒】については、社会科学の思考法や研究調査の⽅法を学ぶ「質的研究調査の⽅法」「量的研究調査の⽅法」などの専⾨科⽬を設置します。
【課題解決⼒】については、現実の経営学的な課題の分析⽅法の基礎を学ぶ「戦略データ分析1／2」や、「経営フィールドワークA／B」などの学外学修を念頭に置いた専⾨科⽬を設
置します。
【創造的思考⼒】については、経営学を応⽤して今後の社会課題を考える「経営学と未来」などの専⾨科⽬を設置します。

また、その他の科⽬においてもこれらの⼒が涵養できるよう、課題やクラス・ディスカッションなどの⼯夫を多くの専⾨科⽬で実施します。

４  交感⼒・発信⼒ 【多様な⼈々のなかで、⾃らの考えを表現・発信する⼒】
a. 適切な表現⼿段や道具を⽤いて他者と意思疎通をはかることができる。【コミュニケーション⼒】
b. 集合的な⽬的達成に向けて、⾃他の意思や価値観を尊重しながら⾃らの役割を積極的に果たす
ことができる。【チームワーク⼒】

専⾨的な知識や技能を多くの機会で活⽤するための素養として、”経営学科ディプロマ・ポリシー”に記した【コミュニケーション⼒】【チームワーク⼒】の涵養を重視します。

「研究調査のためのICT基礎」など現代のコミュニケーションの重要な道具である情報通信技術（ICT）を学ぶ科⽬、「経営フィールドワーク⼊⾨」などチームで協働しながら課題解決を
⽬指す過程を学ぶ科⽬などを1年次に設置します。これら基礎的な学びをベースに、少⼈数制のゼミナールなどを中⼼に様々な科⽬で、教員と学⽣、学⽣と学⽣の対話を促進する⼯
夫を実施します。


